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災害時における携帯端末を用いた効果的な避難誘導に関する考察
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�� はじめに

災害発生時には，市民の被害を低減するために安全と考え
られる場所への避難行動が行なわれる事が一般的である．避難
訓練は，避難場所や避難経路を市民が事前に把握する手法とし
て有効であり，各市民の避難行動の迅速・円滑化に貢献してき
た．しかし，現実の災害事象においては，火災延焼や道路閉塞
等により，予め定められた避難経路・避難場所の安全性は変化
する．そのため，災害状況に即した避難誘導手法として，消防
隊や警察隊等による拡声器等を用いた音声による情報伝達手法
が用いられる事が多い．しかし，この手法は，非常に混乱した
状況である災害発生時には，情報が正確に伝達されない状況が
生じる事が課題として指摘されており，携帯電話等の一般市民
に広く普及した個人情報端末を活用した情報伝達手法の併用
が期待されている．なお，このような動向に対し，各通信キャ
リアは， !!"年春以降，従来は災害時に全面禁止していた一
般市民による携帯電話利用のうち，データ通信機能の制限緩和
措置を決定している．
筆者は，携帯電話のデータ通信機能を用いた避難誘導の有効

性を検証するため，携帯電話の音声通話機能を用いた避難誘導
とデータ通信機能を用いた文字による避難誘導の比較実験を実
施し，両者に大きな差異が存在せず，データ通信機能を用いた
文字による避難誘導が有効であると考えられる知見を得た #"$．
一方，%&ナビウォーク #'$や(���	��)��#*$等の，地図情報
を用いた経路誘導サービスの提供が商用として開始されてい
る．災害時の経路誘導手法としての地図情報の有効性を検証す
るため，文字による避難誘導との比較実験を実施した．本稿で
は，実験によって得られた知見をまとめる．

�� 携帯端末を用いた避難誘導

図 + に携帯電話を使った避難誘導のプロトタイプシステム
を示す．図 + の左図は，地図を用いた情報提示環境である．こ
の環境では，地図情報として，地図，道路，地名，主な建物，
地図の方角の ' つの要素が提示される．また，避難経路が地
図上に線として提示される．図 + の右図は，文字を用いた情
報提示環境である．出発地点から避難先までの道筋を，経路に
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沿って文字で誘導する．誘導手法として，表 +に示す  種類の
異なる手法を用いた．

表 +, 文字による避難誘導手法
目標指示手法 主に，交差点 �名称，形状，信号の有無等�，川や橋，建

物等の事物を指標とし，右左折等の行為指示を行なう手
法．「�つ目の信号を右折し，次の橋の手前を左折」等．

距離指示手法 主に，出発地点から避難先までの行動を，距離に起因し
て表記する手法．「����先を左折し，その後，����先
を右折」等．

図 +, 避難誘導のプロトタイプシステム

�� 実証実験

前章において示したプロトタイプシステムを用い，実験地域
（大垣市内ソフトピアジャパン周辺）在住者以外の，+! / .!代
の男女 +0名を対象に .つの実証実験を実施した．各実験では，
異なる情報提示手法と避難経路を用い，各被験者が出発地点か
ら避難場所までの移動所要時間を比較した．この際，一部の携
帯電話に搭載された5�-機能の有効性の検証も合わせて実施
した．また，実験後に被験者に対し，アンケート調査および聞
き取り調査を実施した．
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実験 �� 地図情報と文字情報の比較
実験 +では，被験者を " つのグループに分け， 種類の誘

導方法と  種類の避難経路を用いた．避難経路として，比較的
単純な経路である主要道と複雑で道幅が細い細街路の  つを
用いている．
表  に実験条件を示す．

表  , 実験 +の条件
誘導方法 � 地図による避難誘導 ��	
機能は使用しない�
誘導方法 � 文字による避難誘導 �目標指示手法�
避難経路 � 主要道 �移動距離 約 �����．曲り角 �箇所�
避難経路 � 細街路 �移動距離 約 �����．曲り角 ��箇所�

実験 �� ���による自位置の把握
実験  では，5�-機能の有効性を検証するため， 種類の

誘導手法と +種類の避難経路を用いた．表 .に実験条件を示す．

表 ., 実験  の条件
誘導方法 � 地図による避難誘導 ��	
機能を使用�
誘導方法 � 地図による避難誘導 ��	
機能を使用しない�
避難経路 主要道 �移動距離 約 �����．曲り角 箇所�

実験 ��文字による避難誘導手法の比較
実験 .では，文字による避難誘導手法を比較するため，表 "

に示す  種類の誘導手法を用いた．

表 ", 実験 .の条件
誘導方法 � 文字による避難誘導 �目標指示手法�
誘導方法 � 文字による避難誘導 �距離指示手法�
避難経路 細街路 �移動距離約 �����．曲り角 箇所�

�� 実験結果と考察

各実験における被験者の所要時間とアンケートにより得られ
た結果を平均したものを表 '，*，3に示す．このうち，「把握の
度合」とは，出発地点から目的地までの間で、進むべき経路と
自分の位置がどれくらいの割合把握できたかを示す．「迷った回
数」とは，全行程中に自分の位置と曲がるべき角を何回迷った
かを示す．なお，表中の 6主7と 6細7は，それぞれ「主要度」，
「細街路」を意味する．
全ての実験において，避難誘導手法の違いによる所要時間

の大きな差異は存在せず．地図データが文字データと同様に経
路誘導に有効であると考えられる．
把握度合いに関し，実験 +では，文字データを用いた場合

の方が高い数値を示した．この点に関し，複数の被験者より，
実験 +に用いた文字データには，自動販売機等の地図には掲載
されていない情報が位置の把握に有効であった点が指摘されて
いる．実験  では，5�-の活用が位置把握に有効であると考
えられる結果が得られた．実験 .は，総じて実験 +より把握
度合いが高い結果が得られた．橋と川という誤認識が少ないと
考えられる目標物が経路後半に存在していた事が要因であると
の指摘が被験者よりなされた．なお，実験  において5�-を

表 ', 実験 +の結果
誘導種別 所要時間 把握の度合 ��� 迷った回数 �回�

�分� 自位置 経路 自位置 曲り角
地図 �主� ���� ���� ���� ��� ��
地図 �細� ���� ���� ���� ��� ���
文字 �主� ��� ���� ��� ��� ���
文字 �細� ��� ���� ���� ��� ���

表 *, 実験  の結果
誘導種別 所要時間 把握の度合 ��� 迷った回数 �回�

�分� 自位置 経路 自位置 曲り角
地図と�	
 ���� ���� ���� ��� ���
地図のみ ���� ���� ���� ��� ���

表 3, 実験 .の結果
誘導種別 所要時間 把握の度合 ��� 迷った回数 �回�

�分� 自位置 経路 自位置 曲り角
目標指示 ���� ���� ��� ��� ���
距離指示 ���� ���� ���� ��� ���

活用した被験者はバッテリを大幅に消耗した事が指摘されてい
る．現状のバッテリ駆動時間では，長距離，あるいは長時間の
経路誘導における5�-の活用には課題があると考えられる．
また，実験を通じ，多くの被験者は自分の現在位置や進行方

向を確認するために，携帯電話上に提示された各種情報と現実
空間に存在する地名等の情報とのマッチング作業に多大な時間
を要した事が複数の被験者より指摘された．携帯電話のデータ
通信機能を用いた経路誘導には，このマッチング作業にかかる
時間を軽減するための手法の検討が必要とされると考える．

�� まとめ

本稿では，携帯電話のデータ通信機能を用いた避難経路誘
導における地図データと文字データの有効性検証を目的とし
た実証実験について論じた．実験結果より，地図データは文字
データと同程度の有効性を示すと考えられる知見が得られた．
また，5�-を併用する事により更なる効果があると考えられ
る．今後，課題として指摘された，携帯電話上に提示された情
報と現実空間とのマッチング処理に要する時間を軽減するため
の検討を行なう予定である．
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